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ている。スタチンの抗腫瘍効果については in vitro での報告がある一方、臨床
試験では未だ不確かである。本研究ではスタチンが EMT 及び肺腺がん患者の
予後に与える影響を検討した。 
肺腺がん細胞株として、野生型 p53 蛋白を有する H1650 と、変異型 p53 蛋
白を有する H1975 を用いた。変異型 p53 遺伝子の過剰発現により H1650 は
EMTを起こし、薬剤感受性が低下し、浸潤能が亢進した。シンバスタチン投与
により、これらの細胞は上皮系の性質を回復して薬剤感受性が増加、浸潤能が
低下したが、野生型 p53 遺伝子を過剰発現させた H1650 では浸潤能が亢進し
た。 
肺がん切除検体を用いた免疫組織化学染色での検討では、スタチンによる








  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和元年６月２６日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
